


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  184  －－  185  －
後
藤
雅
知
・
吉
田
伸
之 
編
『
古
文
書
で
読
む
千
葉
市
の
今
む
か
し
』（
戸
村
）
載
さ
れ
て
い
る
。
同
年
六
月
、
江
戸
城
大
手
門
外
に
あ
る
下
乗
橋
の
外
で
、
贈
ら
れ
た
二
六
疋
の
受
領
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
ア
ラ
ビ
ヤ
馬
は
、
日
本
在
来
種
を
軍
馬
に
適
し
た
馬
へ
改
良
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、幕
府
は
こ
の
馬
を
直
轄
の
牧
場
で
あ
る
小
金
牧（
現
千
葉
県
）
で
種
馬
と
し
て
放
牧
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
馬
飼
育
の
た
め
の
環
境
や
牧
場
の
管
理
体
制
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
陸
軍
教
師
の
シ
ャ
ノ
ワ
ー
ヌ
を
は
じ
め
と
す
る
七
名
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
事
前
に
小
金
牧
へ
派
遣
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
当
時
、
小
金
牧
を
在
地
で
管
轄
し
て
い
た
綿
貫
夏
右
衛
門
が
フ
ラ
ン
ス
人
一
行
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
幕
府
に
提
出
し
た
「
心
得
方
伺
い
」
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
古
文
書
で
あ
る
。
　
短
い
「
伺
い
」
で
は
あ
る
が
、
綿
貫
が
フ
ラ
ン
ス
人
視
察
団
・
幕
府
役
人
に
何
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
か
、
何
が
問
題
だ
っ
た
の
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
綿
貫
か
ら
の
「
伺
い
」
は
宿
・
服
装
・
牧
士
の
人
数
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
視
察
の
際
、
大
人
数
の
牧
士
を
出
役
さ
せ
、
乗
馬
・
早
乗
り
な
ど
の
技
術
や
放
牧
し
て
い
た
野
馬
を
集
め
捕
え
る
「
野
馬
捕
」
を
見
せ
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
側
に
日
本
の
牧
士
た
ち
の
統
率
能
力
や
乗
馬
技
術
を
示
す
こ
と
。
も
う
一
つ
は
馬
乗
袴
を
着
用
す
る
こ
と
で
武
士
身
分
と
し
て
の
牧
士
（
普
段
は
百
姓
で
あ
っ
た
が
、
牧
場
御
用
を
勤
め
る
時
に
は
武
士
身
分
に
な
る
）
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、「
伺
い
」
に
つ
い
て
い
る
幕
府
か
ら
の
返
答
書
「
御
附
札
振
」
に
よ
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
袴
着
用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
ラ
ビ
ヤ
馬
の
多
く
は
江
戸
開
城
（
一
八
六
八
年
）
と
と
も
に
散
逸
し
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
馬
種
改
良
計
画
も
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
　
一
枚
の
古
文
書
「
心
得
方
伺
い
」
か
ら
、こ
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
の
流
れ
が
導
き
出
さ
れ
る
。「
史
料
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
く
ず
し
字
を
釈
文
に
変
換
し
現
代
語
に
訳
す
だ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
史
料
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
何
が
読
み
取
れ
ず
に
疑
問
と
し
て
残
る
の
か
を
考
え
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
検
討
す
る
過
程
全
体
を
含
む
。
そ
の
作
業
そ
の
も
の
が
歴
史
研
究
そ
の
も
の
で
あ
り
、
歴
史
研
究
の
醍
醐
味
で
あ
る
、
と
編
者
は
述
べ
る
。
　
な
お
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
史
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
．
林
と
牧
（
生
実
藩
の
御
林
／
入
会
野
の
開
発
願
い
／
野
馬
の
捕
獲
と
周
辺
の
村
々
／
鹿
狩
り
と
野
馬
の
移
動
／
牧
士
と
ア
ラ
ビ
ヤ
馬
伝
習
御
用
）
二
．
地
域
の
諸
相
（
陣
屋
元
村
の
「
村
」
と
「
法
」
／
星
久
喜
村
と
川
戸
村
の
用
水
争
論
／
醤
油
造
り
と
奉
公
人
／
抱
元
‐
武
家
奉
公
人
の
周
旋
業
者
／
旗
本
建
部
氏
と
立
退
所
）
三
．
湊
と
交
通
（
寺
社
参
詣
の
旅
と
往
来
手
形
／
荷
継
を
め
ぐ
る
争
い
／
印
旛
沼
掘
割
普
請
と
通
船
／
浜
野
村
の
河
岸
／
佐
倉
藩
と
寒
川
御
蔵
）
四
．
寺
と
地
域
社
会
（
妙
見
寺
住
職
の
江
戸
城
年
頭
御
礼
／
町
場
化
－  185  －
史
苑
（
第
七
七
巻
第
二
号
）
す
る
境
内
‐
妙
見
寺
門
前
の
土
地
利
用
／
妙
見
寺
領
の
年
貢
取
り
立
て
を
め
ぐ
る
争
い
／
千
葉
町
の
寺
領
と
海
防
）
執
筆
者
は
、
後
藤
雅
知
・
吉
田
伸
之
・
芦
田
信
一
・
今
井
公
子
・
笹
川
知
美
・
高
見
澤
美
紀
・
多
和
田
雅
保
・
長
坂
良
宏
・
遠
藤
真
由
美
で
あ
る
。（本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
課
程
）
